


機密性２情報

発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 － 職種

令和4年5月31日 11時45分

工事現場内から場外へ搬出するためバックホウを移動中に、バックホウのアームが地面に接触したことで動揺し
てしまい、走行しながらアームを上げてしまったことにより、架空線に接触し切断した。

バックホウ移動中に、バックホウのアームが地面に接触したことで、動揺してしまい走行しながらアームを上げた
ことが要因である。

①架空線付近でのバックホウ操作について、オペレーターは自からの意思を先行して操作を行わないよう、安全
教育にて関係者へ周知徹底する。
②架空線に対し、手前５ｍにマーキング等停止位置を設置する。
③架空線に対して、バックホウの先端が５ｍ手前の位置で一旦停止を行い、オペレーターと合図者にて安全確認
後、移動を再開する。
④安全巡視日誌に点検項目を追加し、巡視・点検を行う。

・架空線手前で一旦停止を行い、安全確認を行う。
・マーキング等により停止位置を設置する。
・安全巡視日誌にチェック項目を追加する。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

通信ケーブル切断（１本）被災程度（全治）

事故区分

公衆災害

切断

架空線 手前５mマーキング設置

一旦停止後、オペレーターと合図者で安全確認移動再開

事故状況図

市道
架空線

合図者

Ｈ＝５．４ｍ

架空線

バックホウを移動中に、走行しながらアームを上げてしまい、架空線に接触し切断

市道

合図者

②架空線、手前５ｍに

停止位置を設置

５ｍ

④安全巡視日誌に点検項目を追加し、巡視・点検を実施

③５ｍ手前で一旦停止し安全確認安全確認後、移動再開

①安全教育による周知徹底

②停止位置を設置
作業前の安全教育

改善策







機密性２情報

発生日時 事故当事者 ２次下請け

年齢性別 職種

事故状況図

改善策

被災程度（全治）

事故概要

道路情報板管路埋設工事において、交差点部の鉱さい撤去のため６５ｃｍカッターで舗装版切断中、信号ケー
ブルを切断した。
信号ケーブル切断により、交差点内の車両用信号６基が点滅に変わり、車両用信号２基と歩行者用信号１２
基が消灯する事案が発生、復旧まで約６時間を要した。

事故原因等

・ハンドホール間の位置、既設管路埋設舗装跡、探査機、試掘から地下埋設管路の位置を想定したが、想定
が十分でなかった。（探査は異なる熟練者が２回、試掘は浅埋が懸念される箇所で実施しており、浅埋管があ
るとは想定出来なかった。）
・管路埋設位置は交差点内であり、交通規制の関係上、試掘位置が限定された。

事故種類 公衆災害 令和4年7月1日23時45分

事故区分 切断

改善策等

・試掘については、１０ｍ間隔に１箇所以上、又は、既設ハンドホール間では２箇所以上行う。
　（従来：数値の基準等無し）
・地下埋設物探査について、１．０ｍ間隔で調査を行う。また、調査記録を残し調査者以外のものがチェックす
る。
  （従来：約１．５ｍ間隔、現地マーキングのみで書面での記録等は無し）
・埋設物が確認された箇所については、既設管路との離隔を十分確保した位置に新設管路を設置する。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

・特記仕様書に基づき確実に埋設物調査を実施する。
・既設埋設管路の部分的な配置のずれや上越し等を想定して新設管路の施工計画を立てる。
・事務所の他工事関係者へ周知し、再発防止を図る。
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信号ケーブル切断位置今回施工ケーブル管

試掘実施箇所

信号ケーブル

既設HR-6 既設HR-5

③

信号ケーブル切断位置

切断作業方向

②
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切断作業方向

舗装版切断機械

写真

写真

当初計画試掘箇所 追加試掘箇所

地下埋設物探査を行い、結果を記録し、調査者以外の者が再確認

試掘箇所を追加

地下埋設物探査方法の変更

変更埋設管路計画

当初埋設管路計画

管路計画の変更

1500

1000

既設信号ケーブル

従来探査測定間隔

改善探査測定間隔



機密性２情報

発生日時 事故当事者 1次下請

年齢性別 68歳　男性 職種

令和４年７月１２日 １６時２５分

改善策

河川堤防の除草作業が終了し、除草機械の片付け・清掃の為に他者にブロアーを持ってくるように依頼した空き時間
に、除草機械（搭乗式ロータリーモア）に搭乗し、堤防法面を除草していたところ、除草機械ごと転落・被災した。

事故状況図

作業指示されていない堤防法面除草箇所において、作業員の判断で、本来、堤防法面を使用する予定のない除草機械
（搭乗式ロータリーモア）で除草したことにより、その結果、除草機械ごと転落、被災した。

①当日指示を受けた作業予定に変更が生じる場合には、現場責任者への報告を義務づけるとともに、現場責任者は現
地確認の上、新たに作業指示を行う。また、作業前には現地にてＫＹを再度行い、作業に取りかかる。
②熟練技能者による慣れ、経験未熟者の知識不足からなる不安全行動をなくすため、今回、事故に関して行う臨時安全
教育並びに今後開催する安全教育において、不安全行動をなくす指導を行う。
③慣れや危険軽視によるヒューマンエラーがなくなるよう、作業員に週１回ヒヤリハット報告の提出を行わせる。提出され
た内容は安全教育・訓練にてフィードバックする。
④作業員同士が互いを視認できる状況で作業を行えるように、概ね延長100ｍの範囲に３名を目安に、除草作業に支障
のない離隔を考慮した上で作業員を配置する。
⑤今後、本工事において搭乗式ロータリーモアは使用しない。なお、平地で作業するハンドガイド式ハンマーナイフモア、
トラクターロータリーモアについては、運転者の見える位置に『法面への立入禁止！』の注意喚起表示を行う。

今回、作業員が行った不安全行動により起きた事故の内容と再発防止策について、事務所管内の施工業者へ周知、注
意喚起を行う。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

骨盤多発骨折（入院期間：２か月、治療期間：６か月）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

墜落･転落 普通作業員

【事故概要】

・作業指示は搭乗式ロータリーモアによる小段部の除草となっていた。

・除草機械の片付・清掃のために、他者にブロアーを持ってきてもらうよう依頼したが、少し時間がかかることが想定されたため、

空き時間で除草を行った。

・当該法面は刈払い機及びラジコンモアにて除草を行うことは認識してたが、法勾配も緩いことから法面を登りながらであれば

当該除草機械で作業できると思い実行した。

・最後に法面に対して横向きに除草機械を走行させていたところ、法面がきつくなっており、除草機械ごと転落、被災した。

①当日指示を受けた作業予定に変更が生じる場合には、現場責任者への報告を義務づける。

現場責任者は現地確認の上、新たに作業指示を行う。また、作業前には現地にてＫＹを再度行い、作業に取りかかる。

②今回、事故に関して行う臨時安全教育並びに今後開催する安全教育において、不安全行動をなくす指導を行う。

③作業員が週１回、ヒヤリハット報告を提出。提出された内容は、安全教育・訓練にてフィードバックする。

④作業員同士が互いを視認できる状況で作業を行えるように、概ね延長100ｍの範囲に３名を目安に作業員を配置する。

⑤平地で作業する除草機械に『法面への立入禁止！』の注意喚起表示を行う。

ハンドガイド式

ハンマーナイフモア
トラクターロータリーモア

事故発生時横断図事故発生時平面図

道路

※注意喚起表示イメージ



機密性２情報

発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 職種

事故種類 公衆災害 令和4年7月21日22時30分

事故区分 切断

改善策等

・地下埋設物探査について、探査範囲を拡大し、更に複数回行うことで、対象埋設物件の探査調査の精度を
上げる。
・地下埋設物件が想定される箇所は、部分的な配置のずれや上越し等を想定して試掘範囲を広げて計画を立
てる。
  また埋設物が確認出来るまでは、本掘削に着手しない。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

・特記仕様書に基づき確実に埋設物調査を実施する。
・既設埋設管路の部分的な配置のずれや上越し等を想定して試掘計画を立てる。
・事務所の他工事関係者へ周知し、再発防止を図る。

事故状況図

改善策

被災程度（全治）

事故概要

・電線共同溝工事において、電力管路が情報ボックスと交差する計画であった。そのため、過年度の調査結果
及び事前調査結果に基づき、試掘箇所を余裕を確保し選定した。
 その上で、情報ボックスの埋設範囲外と想定される箇所で電力管路敷設のため、舗装版切断を行っていたと
ころ、試掘予定範囲外にあった情報ボックスを切断した。

事故原因等

当該工事の受注業者が過年度に近接箇所で電線共同溝工事を施工してきたが、情報ボックスの位置につい
ては、全てで設計図書や台帳等と現場実測埋設位置が合致していた。
今回も情報ボックス位置については、当該区間の前年度試掘結果を確認すると設計図書や台帳等と現場実
測埋設位置がほぼ合致しており、更に今年度も当該区間で試掘調査を追加し行ったが、過年度同様に合致し
ていることを確認していたため、これに基づき施工計画を行った。
また、施工に関しては、より安全側での施工を計画し、情報ボックス実測位置から１ｍの離隔を確保し行ってい
たが、当該箇所に関しては、実測した埋設位置より約１．７ｍのずれがあり切断した。

埋設物探査の精度を上げる

間接法で確認出来ない場合は、外部コイル法又は直接法にて再確認

試掘範囲を広げる

地下埋設物件が確認出来るまで、本掘削（舗装版切断等）には着手しない

舗装版切断計画時詳細図 舗装版切断事故時詳細図
情報ボックスの位置が設計と1.73mの差異があった




